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今日 途上国人口の は近代部門に属し都市部に住んで近代的な生活を享受している しか





研究の順序と内容は次のとおりである まず 人口増加に伴う開発協力の必要性について概観した後 こ
れまで筆者が途上国において実施した調査結果をもとに 農業 農村 農民の実態を把握する 次に 途上
国農民の人的環境と農業経営上の問題点を明らかにする その後 発展段階と普及の関係を明らかにし 各
発展段階において 農業 農村開発のために必要とされる技術と 普及スタッフが具備すべき条件について
検討する
以上の検討結果をもとに 終章において 途上国の農業 農村開発に向けた効果的で客観性のある農業普
及制度の評価法の開発について検討し その結果を一つの評価法として提案し結論としている
農業開発普及 農業普及評価 農業 農村開発 適正技術 国際協力
合悦三 日本の農業と農民 玉川治三 近代日本の農村と
農民 等が 戦前や戦後間もない日本の農業 農村の発展
小作農の妻お品は 日のあるうちに夜なべに縄をなう 途上の段階における実態について取り纏めていることは周
藁に水をかけておき 農作業の合間に村から豆腐や蒟蒻を 知の通りであるが あえて 長塚の一文を引用した理由は
仕入れ 天秤棒で周辺の村 を売り歩き 冷えた体で帰宅 玉川の 農民の顔 や 茶粥 や ひだり神につかれる
後は赤子に乳を含ませながら芋粥をすすり もらい風呂を 等の報告 と共に その描写に籠められた貧しさは 筆者
し 鶏卵は病気の時しか口にせず 妊娠に怯え自ら堕胎す がこれまで訪ね歩いた途上国の農村で出会った多くの も
る 一方 夫の勘次は 条件の良い手間賃稼ぎに出なけれ の言わぬ農民 と重複して見え 希望の持てない農村生活
ばならないため 農作業は遅れ 収穫に影響し 地主と巡 を十分説明できると判断したからである
査の前では慇懃で無力となり 将来展望の見えない生活を ところで 英国サセックス大学の チェンバ スは
強いられている これは長塚節の代表作 土 に描かれて の中で
いるわが国明治末期における茨城県鬼怒川沿いの農村の 途上国農民の貧困生活の実態を如何に把握するかに腐心し
現在では想像もつかない貧農の生活を描いたものである ているが この書の中から 長塚的な事例を見つけると
この本の出版に寄せた漱石の一文には 獣類に近い困憊 わしらは村議会の議長のような金持ちの前では話すこと
を極めた生活を強いられる哀れな百姓の 下卑で 浅薄で なんて出来ないよ おどおどしてしまうんだ あの人たち
迷信強く 無邪気で 狡猾で 無欲で 強欲で 殆ど我 にはいつも蔑まれて 何かっていうと叱りとばされてるん
には想像もつかない生活を描いたもので このような人間 だ だから 金持たちが一体何をし 何を書いているのか
が我 と同時代にしかも東京からほど遠からぬ田舎に住ん なんてわかるわけがない というバングラデッシュの土
でいるという悲惨な事実を直叙したものであり 面白いか 地なし農民の声や もうこれ以上話したくないね 俺の生
らではなく苦しいから読めというのだ と記されている 活はあまりにも惨めで 絶望的だから 話してるといやに
直叙とは一般的に想像や感想などを加えずに ありのまま なってくるよ いくら話したって俺の生活は変わりゃしな
に述べることを意味することから スト リ は別にし いさ この国が変わらない限りね というネパ ル農民の
て この貧しさに関する描写はあながちフィクションでは 声を紹介している
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Rural Development : Putting the Last First
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川沿いで見られたような生活を強いられる人 の数は減少 壌肥料 作物育種や保護 農産加工等 や さらにこれに
していない 今日の途上国人口の は近代部門に 加えて 環境保全 景観等からのアプロ チの必要性が提
属し都市部に住んで近代的な生活を享受している しか 唱されている 換言すると 先にあげた 土 の主人公 お
し 他の は農村部において伝統的な生活を営み 品 と 勘次 の家族を幸せにするためにはこれだけの学
その中のおよそ 億の人 が貧困と飢餓と隣り合った 問分野が必要であり しかもこれらによって開発 準備さ
生活を強いられているといわれる すなわち 開発の最大 れた数 のイノヴェ ションを効果的に途上国の農村の
の課題はこの大半の人口を擁する農業と農村社会の開発に 人 に伝える方策の研究は不可欠かつ喫緊の課題と考える
あるということができる 今でこそ 社会開発 や 人間 からである
開発 ジェンダ 問題 や 貧困の解消 などが開発の
課題として共通認識されている しかしならが 先述の漱
石が百姓に対して表現した 浅薄 とは 学問や思慮が足
らずあさはかなこと を意味し また 狡猾 とは 悪賢 世界の人口増加について概観すると 表 に示すとお
いことやずるくて抜け目ないこと を意味するが その当 り 西暦元年に 億であった世界人口は 年後に
時のこれらの人 は 現在生きている途上国の人 と同様 倍強になったと推定されているが それ以後 年には
に彼らを取り巻く社会経済的環境の歪みの中に置き去りに 億となった これが 年後の 年には 倍の 億
され 教育を受ける機会もなく ずるがしこく振舞わなけ に増加している そして現在 億人余を数えているが そ
れば生存が危ぶまれる人 であり 彼らにその責任を求め の一方で食糧を生産する耕地面積は 世界全体で 億
るべきではなく 彼らをそうさせた社会 経済システムこ 億ヘクタ ルといわれ この面積は砂漠化など環境破
そ責任追求の対象とされるべきで まさに日本が発展途上 壊を考えると減少こそすれ増加は望めない 一方 人当
の段階にあった今からそう遠くない時代の忌まわしい経験 たりの耕地面積をみると 僅かに となり 年
とみることができよう から 年の 年から 年の に比べ
本稿はこれらの問題解決のために必要とされる途上国に て確実に減少しており 仮に 年の推定人口を 億と
焦点を絞った農業 農村開発協力に活用できる普及 農業 すると 現在のままの耕地面積でも となってしま
開発普及と記す についてこれまでの拙文を中心に纏めて う しかも この面積は沃度に欠け 水の便の悪い耕地も
みたい なぜなら いくらすばらしい技術や知識が開発さ 含まれる これを是とするならば 今世紀半ばにおける人
れても それらが国境を越え地域を越えて 途上国の農村 口が 億人と推定されることから 人類は今度こそ
生活や農業生産の現場に導入され利用されなければ何の意 マルサスのトラップ にはまることになりかねない
味も持たないからである 国際農業開発普及とはまさにこ 換言すると 食料増産 確保のための対策は 水の奪い
の活動を担当し推進するものであり 現在われわれ が取 合い や 化石燃料の奪い合い 以上の喫緊の課題となる
り組んでいる国際農業 農村開発協力の分野では エンパ ことは間違いないと考えられる 食料の奪い合い は人類
ワ メント 人間開発 参 にとって最大の悲劇である この打開策として農業開発協
加型開発等様 な角度から様 な方式が提唱され 一方で 力に期待がかかるわけである このようなことからも 途
はそれぞれの専門により 社会科学の分野から 土地制度 上国に対する開発協力の必要性は看過できない課題という
流通制度 金融制度 価格制度 技術普及や教育等 や ことができる
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と 当初においては先進国 自国 の利益を主たる目的と













まず 途上国の社会 経済的特色をあげると大方の途上 業で 図 の 開発初期の多様化型農業 に近い段階の農
国は 多人種により構成されていることから 多文化すな 業である そして の農業は 都市近郊における経済効率
わち多宗教や多言語等を共有しており このため 一国内 を考えた経営的配慮の色濃い 近代的技術 知識 施設設
において多様な価値観が混在している そして これらの 備 機具機材を導入あるいは導入しつつある農業である
特色は人種により生活圏を異にする いわゆる 住み分け これら三つの地域は 農業を取り巻く社会 経済的環境
や地域格差 社会格差となって現れている さらにこの傾 を異にするばかりでなく 農業を担っている人 の知識
向は経済格差や教育格差および技術格差となって途上国の 技術や価値観等にも隔たりがみられる とくに の農業
社会経済的バランスを不安定なものとして 国家や国民意 を営んでいる地域に住む人 にとって 農業は経済的手段
識や権利意識に微妙な格差並びに対立を生んでいる この だけではなく 日常の生活そのものであり したがって
ような実態の中に人口と食料問題を考えるとき 殊人口の 経済効率を中軸とする農業経営では処理できない いわば
増減についてみると従来からの慣行とされる多産傾向が改 先進国の利潤追求型農業が 貨幣経済の浸透や経済効率を
善されない中で先進国からもたらされる衛生 医療知識 優先するあまり 忘れ去ってしまったものの多くを包含し
技術や医薬品などの普及浸透によって死亡率の低下は実現 ている農業である しかしこのために これらの人 は
しつつあるが これにより人口の増加を促す結果となっ 貧困 という渦中に生活の本拠を置くことを強いられて
た 加えて地域社会においては雇用機会の少ない状況下で しまった人 である
のいわゆる近代化による経済的合理化や 貨幣経済の一層 以上のことから 途上国の農業 農村はそれぞれの国の
の浸透等による村落共同体の解体と階層分化 とくに貧困 社会 経済的発展段階や 自然条件や国内の社会 経済的
層の増加が環境問題や食料問題と併行して進む中 農業 地域格差によって異なる したがって 普及事業は 各国
農村開発の必要性は益 重要な課題として認識されてきて 農業の発展段階により また国政の対応によって異なり
いる そしてまた 他方においてはこれまで対象外に置か このため 普及組織 機構や普及方法などは様 な形で対
れていた階層への緩慢ではあるが教育の浸透により 彼ら 応 実施されなければならないということが判明した ま
の権利意識の高揚や 社会 経済的不満や不安 教 た 問題点として 資金不足や施設設備並びに機具機材不
育施設 医療施設 道路網 情報網 他 の不備等 の問 足 普及に関するコミュニケ ションやトランスポ テ
題も顕在化してきている ション手段の不足 普及員の質や員数不足および普及員の
次に 途上国の農業 農村の特色をみると 大別して図 普及活動以外に費やされる時間が多いなどの点が指摘され
に示すとおり三つのタイプに区分されることが判明し た 一方 下層農や辺境地域への普及事業の対応など 改
た すなわち 発展段階別にみて 伝統的農業 農村 善されなければならない制度的課題を残したままであるこ
開発途上の農業 農村 近代的農業 農村である こ とも明らかとなった これらの結果から 教育機会や社会
れらについて若干説明を加えると の農業は一般的に都 参加 発言の機会に恵まれない農民や 普及組織の最先端
市から遠隔地に位置する地域で営まれている農業で 経済 で活動する普及員からの情報収集はこれらの国 の普及シ
効率よりは どちらかというと農村生活とこれに深く関 ステム充実のためには忘れてはならない必須条件である点
わっている自然環境や伝統的な社会 経済的慣習を重視し も指摘された
た農業で 後述の図 に示す 伝統的な生存型農業 であ 以上の把握から 途上国に対する農業開発普及は 日本
る は都市と遠隔地との中間に位置する地域の農業で 国内における普及とは別な より当該国に適する普及シス
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及論を考究する意義 必要性を見出す訳である る経済開発 および農家の人 を対象とする人間開発であ
る 以上の把握から これらの中に潜む開発のためのニ
ズをいかに発掘し 開発に向けた解決策をいかに収集し
考案し 組み立て 変えてゆくかが課題となる すなわち
イノヴェ ションの推進である
農業開発普及の対象である途上国の農業 農村の機能 ところで イノヴェ ションとは 新しいものと知覚さ
役割をみると 図 に示すとおり 農村とは農村に居住す れたアイディアや行動またはものへの転換 すなわち刷
る人 の生活の場であり 農業生産の場と考えることがで 新 新機軸 技術革新を意味するが イノヴェ ションの
きる そして 前者は居住者 社会基盤 社会制度 慣習 推進に当たって見逃せない点は イノヴェ ションを受け
生活組織等から 後者は 労働力 生産基盤 生産様式 入れる側のコミュニケ ション環境である 殊に途上国の
生産組織等から構成され またそれぞれの機能を有してい 農村に生活する人 にとって 彼らが日常どのような人的
ると考えることができる したがって 農業開発普及の課 環境の中で生活しているかということは 見逃すことので
題はこれら機能の改善 充実に他ならない すなわち 主 きない重要な課題となる
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農家 稲作 養鶏 カ ペットづくり の人的環境 ハノイ南東
農家 稲作 養豚 イグサマットづくり の人的環境 ハノイ南東
買人からの情報が全てであるような 情報から閉ざされた しているかを理解することができよう したがって これ
ままの農業生産活動や農村生活を営んでいる人も多く 彼 らの課題を一つ一つ解決するための技術 知識の普及 イ
らを取巻くこのような環境こそ改善していかなければなら ノヴェ ションの推進 を如何にスム ズに速やかに実施
ないということも忘れてはならない すなわち イノヴェ するかが協力支援のための開発普及に求められる課題であ
ションの農業や農家および農村への定着には これら情報 るということになる
に接する機会の少ない人 の注意 意欲をいかに喚起し これまでの把握から 農業 農村開発には多くの課題が





農家には 農家の人 の生活があり 生業としての生産 役割を担う活動に農業技術普及があるが 農業技術とは
活動すなわち農業がある 図 は 途上国における農家が 生産手段の技術 すなわち労働手段の技術と労働対象の技
抱えている生活と生産に関する問題点を示したものであ 術 物的技術 並びに生産方法の技術 知的技術 に分け
が これら一つ一つの問題が複雑に絡み合い影響し合って ることができる 労働手段の技術としては農機具 土地
開発の障害となっているわけである この図から 稲作や 農業施設等を また労働対象の技術としては 作物 種
野菜 果樹類と養豚 養鶏や養魚などを営む途上国におけ 子 肥料 農薬等をあげることができるが 今ここで労働
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と 農民が作物 種子 に期待する機能は 開発の初期に 力 畜力 動力に変化すると考えられ 例えばこれを耕起
おいては 基本的には食料自給的機能 すなわち自給性 作業に当てはめてみると 鍬 鋤 犂 トラクタ の順序
食料の確保 であり 生産の安定性である しかし この で変化することが経験的に確認される
段階を通過し社会 経済的発展の段階が進むにつれて そ 以上の点をまとめたものが図 であるが 同図から労働
の重点は増収性 良質性へと移行することが考えられる 対象の技術の発展過程は 社会 経済的発展 農業の発展
そしてこれらと相前後して市場的機能を有する作物 すな 段階にしたがって 一般的には 自給を目的とした生産の
わち市場性 収益性への発展が想定される したがって 安定的な作物 品種 増産を目的とした作物 品種 商品
この生産対象の技術と社会 経済的発展および農業の発展 化を目的とした作物 品種 高収益を目的とした商品作
段階との関係についてみると 生産対象の技術 この場合 物 品種に変化 発展することが考察され 一方 労働手
は作物 種子も含む は発展段階が進むにつれて 自給的 段の技術についてのそれは 人力 畜力 動力 すなわち
作物 商品的作物に また 増収的作物 品種 量的充 鍬 鋤 犂 トラクタ 耕起用農具の場合 や 単に作
実をみた後の 良質性作物 品種 高収益作物 品種 の 業を容易にするための技術や省力化技術 商品作物生産の
順に変化することが想定される ための高度専門技術 例えば水耕栽培施設 生産手段の技
一方 労働手段の技術について 農機具を事例に考察す 術 に変化 発展する傾向が認められる
ると 農民が農機具に期待する機能は 作業の容易性 省 ところで 実際に農業経営を実施していく段階において
力性 省時間 迅速 性 安全性や 健康への安全性をあ は ただ単に栽培方法や飼養方法といった生産技術ばかり
げることができる 今ここで 労働手段の技術 この場合 でなく 経営をも考慮に入れた技術体系 以後 経営技術
は農機具 と社会 経済的発展および農業の発展段階との 体系と記す が必要とされる そしてこの体系の確立には
関係をみると 一般的には 発展段階が進むにつれて 人 自然的条件 社会 経済的条件や さらに個 の農家の経
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営や経済的条件等がかかわることとなる すなわち 自然 以上の検討から 農業技術とは一連の農作業に用いる農
的条件としては 農業を取り巻く 環境的な機能としての 機具 肥料 農薬等の物的部分技術や 耕起法 播種法
地形 土壌 日照 雨量 気温等の条件 社会 経済的条 施肥法 防除法といった知的部分技術ならびに体系技術や
件としては 制度や慣習 資金や流通 価格等の条件が 農業経営技術を指すものと言うことができよう
また個 の農家の経営 経済的条件としては 土地 労
働 資本の規模や 経営者の能力と経営に対する意欲 農
機具等生産諸手段の所有状況等 まで考慮に入れた技術と 農業における技術普及については 研究者により様 に
いうことになる 考えられ 表現されているが 農業技術普及が農業開発の
したがって 経営技術体系は 国または地方 さらには ための一つの社会的ニ ズであるとするならば そのニ
個 の農家によってそれぞれ異なるものと考えられる こ ズは社会の変化によって変化するはずのものである した
れらのことから経営技術体系は 個別の農業技術の変化 がって農業技術普及は社会的発展段階により またもちろ
普及 によって容易に改善されるとはもちろん言えない ん 農業の発展段階によって変化すると考えることができ
しかし 経営技術体系の変化は個 の作物に関する 土地 る このように考えると 我 が対象としている途上国の
準備から始まり 収穫 調整 出荷までの組織された一連 農業 農村を視野に入れて考えるならば 農業技術普及と
の体系的技術 個 の作物に関する体系技術と呼ぶ の変 は 前節で述べた技術を 計画的 意図的に受入れ側であ
化によって起こり得るものであり この契機となるもの る農民に導入 定着させることと考えることができる そ
は 個 の作物の体系技術を構成している部分的な技術 して その目的は 一次的には対象とする国 地域 の発
部分技術と呼ぶ 例えば 畝立て 播種 施肥 除草作 展段階に見合った農業 農村生活に関する技術の導入と定
業等の方法およびこれに用いる労働手段や労働対象の技 着であり 農民に対して 技術的ニ ズを満たし解決する
術 の変化である つまり ある作物の生産に関する部分 こと つまり 普及された技術が旧来のものに取って代わ
的知的技術やこれらの作業に用いる農機具 新品種 肥料 り 農業生産 農村生活に利用され 彼らの生産や生活に
農薬等の部分的物的技術の変化 改善 によって当該作物 貢献することである そして 最終的には農業や農村の近
の体系技術に変化 改善 が生じ この変化 改善 が他 代化および農民の生活と福祉の向上を図ることである と
の作物 あるいは家畜飼養 の体系技術に変化 改善 を 理解される したがって農業の技術普及の研究は 農業技
生じせしめ そして最終的には経営技術体系の改善に結果 術をどこから どんなチャンネルにより いかなるル ト












   
  
 
   
     
   
    
 
     
 
 
    
    
   
     









   



















が必要である 前述の通り 農業技術普及の構造は次の つの要素 す
なわち 技術を普及する側 技術を受け入れる側 普
及技術の内容 普及の方法 によって構成されるとした
農業技術普及とは 農業技術を普及する側 普及主体 が それぞれの視点から考察すると 発展段階の初期から
が 普及される側 農業者 に いかなる技術をいかなる 発展が進むにつれて 次に示す種 の傾向が認められる
方法で普及するか すなわち 送り出し側 受け入れ
側 普及される技術の内容 普及方法 の 要素に 技術普及組織 機構が漸次 整備 充実され 技術
よって構成されるものと理解される 一方 構造 とは 開発 導入 適正化の能力が向上する
一般的に 全体を構成している要素による各部分の組み 人的能力が量的 質的に向上し 訓練 指導等の技
合わせや仕組み およびこれらの相互関係 と理解される 術普及能力が漸次向上する
したがって 農業技術普及の構造 とは 前述の 公共的制度が主 政府主導型 であり 民間のもの
による仕組みや相互関係と考えることができる た が従であったものが 民間のものが漸次充実され
だし ここでは国際間における開発協力を意図する開発普 同等または大きな役割を果たすよう 民間主導型
及を考究するため あえて 農業開発普及の構造 として になる
農業部門におけるこれら 者による仕組みや相互関係と考 外国の影響を強く受けていたものが漸次減少し こ
えることとする ただしこの場合 上述の に関して れとは逆に外国への影響が増大する
は 図 に示す先進国側による 送り出し側 と途上国 単純なプロセスによる普及のル トから 民間も加
による 送り出し側 と 受け入れ側 の双方にまたがる わり複雑なプロセスによる普及ル トに変化する
こととなるので この両者を対象とすべき点を強調した 普及ル トそれ自体も漸次増加する
い なお この場合 とくに受け入れ側 途上国 の社会
経済的条件や それによる送り出しや受け入れ能力が考察 技術的能力 知識的能力 経済的能力 就農 生産
の主たる対象となるのに対し はそのものが考察の 意欲等の新技術受容能力が 学歴の向上や制度の充
対象と考えられ 特に については 普及のル トと方法 実等により 漸次増大する
および手段に区分され 普及を研究する場合 重要な位置 技術的ニ ズが漸次増加し 技術それ自体もより高
を占めるものと考えられる 以上の検討から 農業開発普 度化 専門分化する
及の構造の改良 充実について考察するならば まずこれ 導入の意志決定が迅速化する
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のへ移行する も 当該国による普及の組織機構が整備され 人
的 技術的開発が始まる
単なる新技術から適正化されたものへ移行する 一方 農業は 商品経済に組み込まれ始めるため
利用 使用 上容易なものから複雑なものへ移行す 普及技術は商品化や生産性向上のための技術が必要
る となる
単価の安いものから高いものへ移行する しかし農民は受容能力や判断力が低いため 普及す
自給用作物 主食等 から商品作物へ移行する る側によって選択された技術を導入することとな
量的拡大の技術から質的充実の技術へ移行する る
個別的部分技術から組織的体系技術へ移行する 普及方法は 農家への巡回訪問 展示圃 集会等の




と 社会 経済的発展の初期段階においては 外国による
影響が強く 一方では 技術開発 導入 適正化関係機関 労賃の高騰が起こり 省力化や労働生産性向上の技
や普及関係機関 普及担当者 普及方法や手段 および農 術が必要になる
民の受容能力が欠如している しかし 社会 経済的発展 一方 食生活 生活水準の向上によって 野菜 果
の段階が進むにしたがって 外国による影響は減少し こ 物および畜産製品生産等質的充実のための技術が必
れとは逆に技術開発 導入 適正化関係機関や普及関係機 要となる
関 普及担当者 普及方法や手段 並びに農民の受容能力 なお この傾向は普及に携わる技術者の専門能力の
が漸次充実 拡大し また 外国への技術の移転能力が増 向上や 専門分化を必要とし さらに普及制度の再




社会 経済的発展段階による農業技術普及の変化 発展 よって 集団指導 印刷物 テレビなどのマスメ
は 次のような傾向を示す ディアの利用が効果的になり 普及速度も高まる
農民は自発的意志により技術受容を図る なお こ
の段階に達すると対外的技術移転の能力も備わり
慣行的農業が中心であるため 生産力の急速な拡大 前段階の国 に移転を開始する者が現れる
を図るためには 外国による技術移転に依存するこ
とが多い
普及のル トは 普及の組織 機構が未整備なため 農民の受容能力は 社会制度の近代化や高学歴化の
単純で直線的である 進展によって一層高いものとなる
対象となる農民の多くが非識字者であり 技術的 普及技術は農業の特化や商業化によって より専門
知識的 経済的受容能力が低い 的に高度なものが要求され 省力化や労働生産性向
普及方法は直接視覚に訴える展示や演示 博覧会 上のための技術の他に
品評会などの開催や 農家への巡回 集会 熟練者 販売 加工を想定した技術や 特産地の形成 さら
による経験講話 などが用いられる したがって には健康や環境を意識した新作物や栽培技術 有機
技術普及の速度は緩慢である 農法等 へシフトする
農民の対応はただ教えられるままに技術受容を図 また など民間有志 団体による国内外への技
る 術移転も活発化し 一方 農民は自発的意志により
普及技術の内容は 食用作物を主とする量的拡大の 積極的に技術受容を図る したがって普及速度も早
技術が中心である いものとなる
この段階では 民間活力が弱いため 普及活動は多 この段階に達すると これらの国 で開発 育成さ
くの場合 公共部門が担っている れた技術や人材が 政府 民間を問わず途上国に移
普及の方法
第 段階 社会 経済的条件が前段階を抜け出した
中進的発展途上国 段階
技術の内容




第 段階 社会 経済的条件が未発達 後発発展途
上国 の段階
























   
   
 

   
















    
























































































これまでの把握から 農業の発展段階と農業技術普及の 途上国の開発問題は 途上国に委ねられるべきものでは
発展傾向をみると 図 に示すとおり 農業の発展傾向は ある しかし 途上国のみでは開発への十分な条件が満た
初期における 伝統的な生存型農業 から始まり 開発初 されるとは限らず 開発は緩慢にならざるを得ない しか
期の多様化型農業 商品化型農業 専門分化型商業的 し この不足分を外部から導入 補填することによって開
農業 へ そして 環境配慮型持続的農業 へ推移する 発をよりスム ズに推進することが可能となる そこで
これに伴って農業技術普及の傾向も 食糧増産型個別技 途上国と外部 すなわち他の国 や国際機関または民間部
術の巡回訪問等直接指導による普及 段階から 食料改善 門との間で 利潤追求を度外視した不足分導入のための推
や商品作物導入型生産性向上技術の展示 講習会等による 進 努力の取り決めがなされ実施されることとなる この
普及等を経て 健康 環境配慮技術の集団指導 マスメ 活動が国際協力である このように考えてくると 農業開
ディアによる選択的普及 段階に変化する さらに 農業 発協力とは農業開発のために国際間でとり行われる農業分
者の対応に注目すると 初期における消極的ではあるが試 野における利潤を度外視した開発のための推進 支援活動
行的技術受容段階から 教えられるままに積極的な技術受 と考えることができる
容段階等を経て 自主的判断による積極的技術受容や技術 一方 国際協力の実施主体については 次の通り考える
開発 適正化 リリ スする段階 に変化発展する傾向を ことができる すなわち 国際機関によるもの 各国
示す 政府によるもの 非営利団体によるもの
以上の結果として 農業開発普及においてはこれらの段 民間企業によるものの 者である これらを一般的には
階に対応 適合した普及方法と普及技術内容の見極めが不 国際協力のプレ ヤ とみることができ それぞれ長所と
可欠となる点が指摘される 短所を有しているが ここでは紙幅の都合で割愛する
なお 農業 農村開発のための農業技術支援に関する実 次に 開発の目標について考察すると 農業 農村開発
効を期待するためには 前述した効果的で効率的な農業技 の目標は 農業生産力の向上を図り 一方では農村に居住
術普及の見直しとともに農業普及制度確立のための評価法 する人 の生活の質的改善を計り 生活水準の向上を実現
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みると 前掲の図 の農業開発普及のフレ ムワ クにつ 農業発展の段階を考慮すべき点は言うまでもないが 一般
いて示した国際間と国内における技術の流れが考えられる 的に普及技術の内容は発展段階にしたがって図 に示す
が 具体的には図 に示すとおりである 同図は ラズ 変化傾向となる
ウェルモデルを農業部門に応用して作成したものである 一方 後者の 農業 農村開発普及における普及員の要
が 送り手 としての農業研究者や普及員から 効 件 については表 に示すとおり 技術的能力 現
果 としての農業生産 農村生活の発展 近代化に至る流 地的 実践的能力 柔軟 謙虚な対応能力 情報能
れを示すものである これらの流れを如何にスム ズに 力 複合分野の理解力 総合化能力 企画力 組織
速やかに推進させるかが課題として指摘される 化能力 動機付け能力が指摘される これらについて少
しく説明を加えると次のとおりである
技術的能力とは 伝統技術の理解 吸収 応用能力と
農業開発普及の推進に当たって注意すべき点は 対象と 同時に最新技術の利用 応用能力を意味する 現地的
なる農業 農村に相応しい農業技術 以後適正技術と記 実践的能力とは ではなく
す と その活動を遂行する普及員の能力である ここで であるべきセンスと能力 並びに
はとくにこの両者について記す 当該地農民の と社会 経済的条件に適合する
まず 前者の農業 農村開発における適正技術として 安価で安全なしかも扱いやすい技術開発能力 すなわち
図 に示すとおり これまでの経験則から ニ ズに対
する収益性は勿論 技術を受け入れる側の農家や組織な 低投入型 持続的
どの技術的 経済的能力 受け入れ側の社会 経済的諸 農業技術 の開発能力である 柔軟 謙虚な対応能力と
制度や慣習 生産段階における労働の安全性 生産物 は 農業は風土の産業といわれるが 風土を十分理解でき
の安全性や生産の持続性 新技術の受け入れによって新 吸収 利用できる能力を意味し 土着知 とも言うべき
たに生ずる関連資材など各種要素の賦存状況や調達の難易 その風土に根づいている価値観や経験的技術 知識等を受
度 雇用機会への配慮 環境保全への配慮等 総合 け入れ 活用することのできる能力である 情報能力と
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LIEHSA Low input, Easy handling and Safety Tech-















発信能力を意味し ただ単に情報の受け入れのみではな 農民の個性 能力 置かれている社会 経済的環境 社会
く 新しい有用な情報を農家に発信し 相互に影響し合う 的信用 経済力等 を理解し それぞれの能力を活かした
ように仕向ける能力を意味する 複合分野の理解力と 人材を適所に編成し目的達成に向けたグル プを組織化し
は 自然 社会両科学の素養 理解力 農業 林業 漁 て 協働 共栄を示唆し農民をして孤立化を防ぐ能力であ
業 農村社会等総合的に理解できる能力 実践的総合化能 る 動機付け能力とは 人 を目的達成に向けて行動を
力 を意味する 企画力とは 計画 実行 運営 評価 起こさせようとするインスパイアフルな信頼関係の樹立
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これまでの記述から 農業開発普及の推進に当たって らびにそれらの関係が 目的達成に向かって理想的に機能
普及技術の内容としての適正技術の収集 発見並びに組み しているか否かという点にかかっていると考えることがで
立てと評価 および普及員の要件を如何に充実させるか きる したがって 普及の効率化の視点としては これら





本章では途上国の農業技術普及システムの中の 制度的 に際しては これら が主要な対象となる 一方 評
普及システムに関する評価について検討を試みる この理 価に当っては に関係する担当者や当事者による評
由は 途上国で実施されている農業 農村開発関連の普及 価や意見の分析 検討が不可欠となるが これらの目的を
活動の中で 同システムが最も重要な役割を演じており 達成するために最適な方法として担当者や当事者に対する
また果たすべきと考えるからである アンケ ト法の採用が考えられる そして アンケ ト
ところで 効率的な農業普及システムの検討は その問 の作成に当っては 前述の を意識した検討が必要
題の特殊性からこれまで十分な対応がなされないままで となる このため 農業者への質問 普及員へ
あった ことに その評価については調査者の主観の入る の質問 普及組織の運営責任者への質問 に分け
余地を残したままの手法が用いられてきた傾向にある そ さらにこの三者をそれぞれの持つ特性から 次に示す評価
して これまでの農業普及システムに関する評価は 多く 項目に区分して作成する必要がある
の場合農業普及活動の先にある農業経営におけるメリット 農業者への質問 に関しては さらにより詳し
やデメリットに中心を置く評価がなされてはきたが 普及 い内容が求められるため 質問項目を細分化し 農業者の
そのものの分野での評価が十分なされないままであったと 立場から見た 農業者の対応能力評価 普及員の
考えられる しかしながら 普及とは 試験研究機関や大 指導能力評価 普及指導方法評価 普及指導内
学等 技術の源泉 が現場のニ ズにより開発や発見 適 容 技術 評価 の 項目を設定する
正化した有用と考えられる技術を 農家や農村に導入し定 普及員への質問 は 普及員の立場からみた
着させ 実際の農業生産活動や農村生活に利用するところ 農業者の対応能力評価 普及員の指導能力評価
までと理解される そしてその先に農業経営活動があり 普及員研修の評価 普及指導方法評価 普
経営上あるいは生活上のメリットやデメリットの評価があ 及指導内容 技術 評価 普及員の活動意欲評価 の
るはずである 項目を設定する
このように考えると 普及の担当分野は技術の源泉から 普及組織の運営責任者への質問 については
受けた農業 農村生活の技術を 普及部門が如何にスム と同様の 項目を作成 設定する 以上の結果として
ズかつ速やかに 農業 農村生活の現場に導入し定着させ から の細分化された各項目に必要と考えられる質問を
るか に関する活動やシステムを評価すべきではないか 設定したアンケ ト表を作成する なお このアンケ ト
すなわち 農業経営におけるメリットやデメリットまでを 表を以後評価表と呼ぶことにする
含む評価法を否定するものではないが しかし 技術開 ところで 評価に際しては 評価に用いるデ タの客観
発 普及 経営 を分断したそれぞれ独自の評価法が 性が要求される したがって 評価は 全ての項目が定量
あってもよいのではないかという考えに落ち着く 以上の 化 すなわち 数値化できれば客観性を高めることができ
理由から 途上国の農業普及システムに関する客観性をと る しかし 農業普及に関する限り評価対象ならびに課題
くに意識した定量的な手法による評価法が必要となる の特質から 歴史的背景 や個別農家では対応できない
筆者は これまで農業技術普及効率化に関する考察を試 社会 経済 自然的制約要因 などの数値化し難い情報
みてきたが 効率化に向けた評価法については気にしな や 数値化することにより却って真実を見誤る恐れの生ず
がらも未着手のままであった 本稿は この課題について る情報もある したがって これらの情報については 敢
とくに評価に用いるデ タの客観性を意識した評価法の開 えて数値化せず記述回答法や一部選択法 以後特別な場合
発に関する考察を試みたものである を除き記述法と記す を採用することにする この結果
質問は採点法と記述法から構成せざるを得ないものとな
る なお 数値化できる全ての評価項目は 回答を得点で
これまでの検討から 農業技術とは農業部門における一 評価する この採点法による評価得点は 点 点までと
切の物的 労働手段 対象 および知的 方法 技術であ する 段階評価とし 点数が多いほど効果的に機能してい
り 農業の技術普及とは 技術を普及する側が 技術 ると考えることとする 一方 記述による回答については
を受け入れる側 農業者 との間において いかなる技 経験則に照らして調査対象地域固有の課題や特性を含むこ
術 普及する技術の内容 を いかに普及するか 普及 とが多く 問題点の発見や摘出および解決策検討の際の要
方法 という関係において成立するものと理解した した 件として活用する
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性的評価の併用 から構成されることとなる 献は十分手に入るか否か 古い文献や外国語文献のみの弊
害を問う 等 問からの抜粋 の確認に努める 一方
普及制度について に関する選択法による質問を例示する
これまで述べてきた方法と目的に従って作成した評価表 と次のとおりである まず 普及員の設置目的 重要度
の全てを記述する紙幅を持ち合わせていないので ここで の高い項目順に番号 として 第一線の技術指導者
は同評価表へのアプロ チと理解を深めておく必要から 第一線の行政担当者 第一線において技術指導と行政を
同表の までの質問中数例を抜粋例示して 若干の説 兼務する担当者 その他 をあげ確認に努める また
明を付すこととする 普及員の活動に対する期待 期待度の高い順に番号 と
農業者への質問 では 農業者の対応能力 して 農村社会の安定 農民の組織化 行政方針の
評価 を事例としてとりあげる 前述のとおり 質問項目 伝達 技術 経営指導 その他をあげ制度の目的を問
は採点法によるものと 記述法によるものに分けられてい う この他 普及員の採用資格 比重の高い項目順に番
る まず 採点法による質問の 農業者の能力について 号 として 大卒 短大卒 農業専門高卒 中卒
では 普及員に連絡したい時 いつでもすぐに連絡でき その他 また 普及員の採用方法 比重の高い項目順
るか否か 普及員へのアクセス 連絡手段 方法の有無を に番号 として 面接 筆記試験 面接と筆記試験
問う 過去 年間に普及員が奨励した技術について の併用 有力者からの推薦 その他をあげる等 問
導入したいと思えるものがあったか否か ニ ズ対応を問 から抜粋 制度の実態把握に努める
う 普及員が導入を奨励する農業資機材 種苗 化学肥 なお で設定した質問数は 採点法 記述法
料 農薬 農機具類等 を購入するための資金の有無 経 問となる
済的能力を問う 農業に関する情報を得ることが容易
であるか否か 情報収集力 コスモポライト性 対孤立化
を問う 等 問から抜粋 となっている また 記述法 ここで 評価方法と評価の手順ならびに特色について記
による質問では 収穫後の農産物を何処 誰 に売るか すとつぎのとおりである
農産物を売り渡すとき 価格は誰がどのように決める まず 評価項目は 前述のとおり記述回答を求める質問
か 農業に関する情報を何処 誰 から得ているか を除いて 質問ごとに の回答を用意する 各質問に
農業経営や農業技術について 誰に頻繁に 一番多く 相 対する得点は 回答者にとって不利 不満 不都合となる
談するか 等 問から抜粋 である また これらに加 方を 得点 点 有利 満足 好都合となる方を
えて記述法の末尾の質問として その他 何か問題があ 得点 点 とする そして 各質問の回答が 得点
るか あるとすればそれは何か 何が原因か 解決法 ど 点 以下の場合は 例 に示すとおり 何が原因 で ど
うすれば解決できると思うか について記述させる これ うすれば解決できると思うか を記入させる これによ
らの質問は の各質問区分の末尾にも付した り 問題 障害となっている原因が明らかとなるばかりで
普及員への質問 では 普及員の指導能力 なく 回答中頻度の高い原因を解決策検討の際の参考とす





ル プ には 月平均何回訪問することができるか等





対し正当な評価 人事考課 査定 がなされているか否か この他 の質問中の各区分の最終質問として そ
等 問から抜粋 である の他 何か問題があるか を問うこととする この質問に
普及組織の運営責任者への質問 では 採点法 ある と回答した場合には それは何か 原因は 解
による 普及員研修について に関する質問をとりあげ 決法 を記入させる この作業によって 国や地域の持つ
ると次のとおりである 普及員研修の内容は 普及員に 固有の問題点や課題の見落としを防ぐことができるばかり
とって十分役立つ内容であるか否か 普及員研修の内容 でなく 立場による認識の違いを把握することが可能とな
は 農家のニ ズに十分対応し役に立つものであるか否 り 他方では 高頻度で指摘される原因を解決策検討の際
か 普及員研修に参加しやすい環境 時間 経済的に の優先順位の目安とすることができる 一方 これらの質
が配慮されているか否か 参加への障害 問題の有無を問 問とは別に 評価項目中の記述による回答は 前述のとお
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から 問題点の摘出や解決策検討の際の参考にすることが 場合であればそれぞれ図 の
可能となる の基礎数字とする そしてこれらを合計することにより
次に 各質問の得点処理について記すと 前述のとおり 農業者への質問 普及員への質問 普及
各項目に設定された質問の回答が の場合を 点 の 組織の運営責任者への質問 ごとの総得点として 図 の
場合を 点としたが これらの点数を項目ごとに合計する 基礎数字とする このチャ トによって評価結果は可視化
ことによって項目ごとの得点とし レ ダ チャ トを描 することができ 記述法による回答結果と併せ検討するこ
くことが可能になる すなわち 農業者への質問 とによって さらに精度の高い分析結果を得ることが可能
図 の場合であれば 普及員への となる 一方 本評価法は 技術を受け入れる側 農民
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チェンバ ス著 穂積 甲斐田監訳
第三世界の農村開発 貧困の解決 私
たちにできること 明石書房






す求められる 相互理解 と 国際協調 共存共栄 を
前提とする本格的な 開発協力の世紀 である そして特




関 による参加型評価が可能となり 他方では 普及指導






































     
     

  
   
   
  
  
   
   
    
   

   
   
  























































































































b pp a pp.
pp. .






Putting the last ﬁrst
VII
+ +303 .2/ /+,
, +332 +33 ,**
-
. +330 .. ./ +33. 2- 23
/ +33. 2/ ,**, 3-1
0 ,**0 +1 ,0
1 +331
2 +310 21
3 ,**2 22 3*
+* ,**2 3* 3+
++ +331
+, +331 ,2/ ,20
+- +331 ,20 ,22
+. ,**0 2*
+/ ,**2 11 1/
+0 ,**2 +,1 +/2




,* ,**2 ++3 +,-



















河合悦三 日本の農業と農民 岩波書店 鈴木 俊 途上国における農業普及とその評価 東京農大
鈴木 俊 農業技術移転論 途上国の農業開発に向け 出版会
て 信山社出版 玉川治三 近代日本の農村と農民 政治公論社
鈴木 俊 途上国における農業技術移転の推進に向けて 長塚 節 土 新潮社
明日の地球を支える国際農業開発 農林統計協会 二宮道明 地理統計要覧 二宮書店
鈴木 俊 農業技術移転に関する研究 ヴィエトナムにお 日本農業普及学会 農業普及事典 全国農業改良普及支援
ける農業普及システムの実態と課題 開発学研究 第 協会
巻 号 日本人口学会 人口大事典 培風館
鈴木 俊 農業 農村開発と農業技術普及 開発途上国に 道口正雄 百万人が食べて生きる コ プ出版
おける農業技術普及専門家のための手引き 社 全国農業改 渡辺兵力 農業技術論 龍渓書舎
良普及協会 福武 直 日本の農村社会 東京大学出版会
鈴木 俊 国際協力の農業普及 東京農大出版会
鈴木 俊 農業 農村開発協力と普及 熱帯農業と国際
協力 筑波書房
        
    
      
   	     
       
       
	   
     
   	      
       
     
    






Lab. of Agricultural Development Policy,
a
b






















(Received November , /Accepted December , )
* Professor Emeritus, Tokyo University of Agriculture
UZUKI
Extension for Agricultural Development, Evaluation of Agricultural Extension, Development
of Agriculture and Rural Society, Appropriate Technology, International Cooperation
: Currently, to percent of the population of developing countries comes under the
modern sector ; lives in the city, enjoys modern life. However, traditional life is obvious in rural areas,
and with this life around to percent of the population are on the verge of poverty and hunger has
been a common experience in these areas. From these realities we can say that the biggest challenge
for development is the development of agriculture and rural society which has the greater share of the
population of the world.
This paper focuses on the extension approaches that can be used for agriculture and rural devel-
opment needed in developing countries, based on the author’s current research on how to solve vari-
ous problems in rural areas.
First of all, the author takes a general view of the necessity of development cooperation according
to the population increase. Then, the agriculture of developing countries, the farmer, and the realities
of the farm village are discussed based on the result of surveys executed in developing countries.
Social environment of farmer and managerial problems, the relation between the stage of develop-
ment and extension are explained, and the technological necessities of extension sta in each stage are
examined.
In the closing chapter, based on these results, the development of an e ective and objective eval-
uation method of agricultural extension system that is expected to help the development of agricul-
ture and rural society is examined. In conclusion, the author presents the result as one evaluation
method in accordance with these examinations.
:
Toward the Development of Agriculture and
Rural Society in Developing Countries
By
Shun S *
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